
【様式第４号】

（計画期間） （令和４年度　～　令和６年度）

徳島市市民参加
推進本部による

意見

当該施策の策定に係る市民参加手続については、一定の市民参加が図られたものと考
えられる。当該施策の見直し等を行うときは、一層の市民参加が図られるよう努めら
れたい。

市民からの意見 （意見はありませんでした。）

市民参加手続の評価
（総括）

パプリックコメント制度の活用により市民からの幅広い意見を集約するとともに、住
民、民間企業、教育機関、ＮＰＯ等の多様な主体で構成する協議会を開催すること
で、市民が主体的に参画し、計画を策定できたと考える。

備考

委員数１９人。
令和４年８月に本会を開催し、１０月に３つの
部会を開催。話し合いで出た意見を反映し、
SDGｓ未来都市・徳島市をＰＲするロゴマーク
の選定や公民連携プラットフォームの改善を
行った。

その他（第６号）

住民、民間企業、教育機関、ＮＰＯ等の多様
な主体からなる「徳島市ＳＤＧｓ未来都市実
現協議会」を設立し、作業部会においてＳＤ
Ｇｓ未来都市の実装について話し合う。

パブリックコメント

実施方法

市民参加手続実施評価表（令和４年度策定施策）

対象施策の名称 徳島市SDGs未来都市計画

対象施策の概要
策定の背景

3 か年

ＳＤＧｓの理念に沿った基本的・総合的取組を推進しようとする都市・地域を、毎年度、内閣
府がＳＤＧｓ未来都市として選定している。本市は令和４年２月に行われた２０２２年度の募
集に取組を提案したところ、令和４年５月２０日に２０２２年度ＳＤＧｓ未来都市として選定
されたため、国と連携しながら徳島市「SDGｓ未来都市計画」を作成するもの。

実施した市民参加手続の方法（第７条）
実施理由 実施結果

本計画に市民等の意見を反映させるため。

８人から８通（要旨整理後４４件）の意見が寄
せられた。実施告知、結果公表等については、
適切なタイミング・方法で周知できたものと考
えている。



【様式第２号】

パブリックコメント手続

年 年

直接持参 郵送 FAX 直接持参 郵送 FAX

E-mail HP（電子申請） E-mail HP（電子申請）

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

年 年

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

件

件

件

有 （修正数：　 ） 無

市民参加
達成状況

その他（感想、案件の範疇外の意見等）

対象施策の修正の有無

案を修正しなかった

意見を反映し、案を修正した

意見の
取扱い

８人から８通（要旨整理後４４件）の意見が寄せられた。実施告知、結果公表等については、適切なタ
イミング・方法で周知できたものと考える。

0

0

44

0

1 1 電子申請

その他

2

5

E-mail

件数

20

23

件数 提出方法 人数 団体数団体数

令和 4 6 月ごろ

令和 4 8 月ごろ

令和 64 月ごろ
意見募集

時期

結果公表
時期

周知方法

結果公表
方法

周知方法

意見募集
結果

持　参

郵　送

F A X

提出方法

結果公表
時期

結果公表
方法

令和 4 8 月ごろ

人数

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市SDGs未来都市計画

意見提出
方法

意見提出
方法

日間30
意見募集

期間
30 日間

予　定
意見募集

時期
意見募集

期間

結　果



【様式第２号】

説明会 ／ ワークショップ

令和 年 月 ～ 年 月 令和 年 月 ～ 年 月

回 回

# 1 人 # 1 人 # 1 人 # 1 人
# 2 人 # 2 人 # 2 人 # 2 人
# 3 人 # 3 人 # 3 人 # 3 人
# 4 人 # 4 人 # 4 人 # 4 人
# 5 人 # 5 人 # 5 人 # 5 人

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

アンケート ／ ヒアリング

令和 年 月 ～ 年 月 令和 年 月 ～ 年 月

回 回

件 件
件 ％ 件 ％

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

その他

回収率

周知方法 周知方法

回収数
配布数回収率配布数

予　定 結　果

回収見込数

実施方法

住民、民間企業、教育機関、ＮＰＯ等の多様な主
体からなる「徳島市ＳＤＧｓ未来都市実現協議
会」を設立し、作業部会においてＳＤＧｓ未来都
市の実装について話し合う。

実施方法

実現協議会と３つの作業部会（みらい部会、ジェ
ンダー部会、パートナーシップ部会）を設立。８
月４日に実現協議会、１０月１９日にみらい部
会、１０月２０日にジェンダー部会とパートナー
シップ部会をそれぞれ開催した。

市民参加
達成状況

実施時期 実施時期

実施回数 実施回数

対象者 対象者

予　定 結　果

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

調査方法 調査方法

参加者数 参加者数

対象者 対象者

場所 場所

開催時期 開催時期

開催時間帯 開催時間帯

開催回数 開催回数

調査方法 調査方法

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市SDGs未来都市計画

予　定 結　果



【様式第４号】

（計画期間） （令和　５年度　～　令和１４年度）

徳島市市民参加
推進本部による

意見

当該施策の策定に係る市民参加手続については、一定の市民参加が図られたものと考
えられる。当該施策の見直し等を行うときは、一層の市民参加が図られるよう努めら
れたい。

市民からの意見 （意見はありませんでした。）

策定にあたっては、都市計画法第１８条の２の規定に
より「公聴会の開催等住民の意見を反映させるために
必要な措置を講ずる」とされているため、様々な手段
を用いて、幅広く意見を聴取するため。

市民のほか事業所、大学生を対象にしたアン
ケートを実施し、幅広い意見を得ることができ
た。

市民参加手続の評価
（総括）

多様な方法による市民参加手続を実施することで、幅広い市民の意見をプランに反映
することができた。また、各会議資料やアンケート結果を適宜ホームページに掲載す
るなど、公開性・透明性の確保に努めた。

備考
次期プランの策定にあたっては、引き続き多様な方法による市民参加手続を実施する
ことで、多くの市民の参画を得られるよう努める。

市民会議の設置（第
２号）

アンケートの実施
（第５号）

ホームページ等において審議会開催の周知、会
議資料、会議録の公開を適切に実施した。ま
た、学識経験者や市議会議員で構成された委員
による幅広い意見を得ることができた。

策定にあたっては、都市計画法第１８条の２の規定に
より「公聴会の開催等住民の意見を反映させるために
必要な措置を講ずる」とされているため、様々な手段
を用いて、幅広く意見を聴取するため。

ホームページにおいて会議開催の周知、会議資
料、会議録の公開を適切に実施した。また、多
分野の関係者や市民で構成された委員による幅
広い意見を得ることができた。

附属機関への付議
（第１号）

都市計画法第７７条の２の規定に基づき設置
され、都市計画に関する事項を調査審議する
「都市計画審議会」に諮るため。

ワークショップの開
催（第４号）

策定にあたっては、都市計画法第１８条の２の規定に
より「公聴会の開催等住民の意見を反映させるために
必要な措置を講ずる」とされているため、様々な手段
を用いて、幅広く意見を聴取するため。

市内９地域で各２回のワークショップを開催（２回目の
一部は新型コロナウイルス感染症のまん延により書面開
催）し、多くの市民の参加（１回目合計186人、２回目合
計129人）により幅広い意見を得ることができた。

パブリックコメント

実施方法

市民参加手続実施評価表（令和４年度策定施策）

対象施策の名称 徳島市都市計画マスタープラン

対象施策の概要
策定の背景

おおむね10 か年

　旧都市計画マスタープランの策定から約１０年が経過し、人口減少に歯止めはかからず、少子高齢化は
ますます進行し、加えて若者の大都市圏への流出により生産年齢人口の減少が大きな課題となっている。
　このような社会情勢の変化や国の動向などを考慮しつつ、上位計画である「徳島市総合計画２０２１」
や「徳島市国土強靱化地域計画」、「徳島東部都市計画区域マスタープラン」を踏まえた新たな都市計画
マスタープランを策定した。

実施した市民参加手続の方法（第７条）
実施理由 実施結果

都市計画マスタープランの案を広く公表する
ことで市民等から多様な意見を求め、提出さ
れた意見を考慮しプランに反映させるため。

幅広く意見を募集することができるよう広報と
くしまやホームページ等のほか、コミュニティ
協議会等への周知を行い、幅広い意見を得るこ
とができた。



【様式第２号】

パブリックコメント手続

年 年

直接持参 郵送 FAX 直接持参 郵送 FAX

E-mail HP（電子申請） E-mail HP（電子申請）

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健

年 年

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

件

件

件

有 （修正数：　 ） 無

市民参加
達成状況

その他（感想、案件の範疇外の意見等）

対象施策の修正の有無

案を修正しなかった

意見を反映し、案を修正した

意見の
取扱い

幅広く意見を募集することができるよう広報とくしまやホームページ等のほか、コミュニティ協議会等
への周知を行い、幅広い意見を得ることができた。

7

2 6

電子申請

その他

1

E-mail

件数

1

件数 提出方法 人数 団体数団体数

令和 4 12 月ごろ

令和 5 3 月ごろ

その他（コミュニティ協議会等）

令和 124 月ごろ
意見募集

時期

結果公表
時期

周知方法

結果公表
方法

周知方法

意見募集
結果

持　参

郵　送

F A X

提出方法

結果公表
時期

結果公表
方法

令和 5 3 月ごろ

人数

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市都市計画マスタープラン

意見提出
方法

意見提出
方法

日間30
意見募集

期間
30 日間

予　定
意見募集

時期
意見募集

期間

結　果



【様式第２号】

附属機関 ／ 市民会議

令和 4 年 12 月 ～ 年 月 令和 4 年 12 月 ～ 年 月

回 回

令和 年 月 ～ 年 月

 既に委嘱済： 令和 年 月

人 人 人 人

人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人

公開 非公開 公開 非公開

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

市民 1

学識経験者 5
市議会議員 5

公募枠 応募数 結果

関係行政機関職員 3

2
うち

女性委員

徳島市都市計画審議会条例に基づく
※委員の委嘱時期は随時。審議会の性質上、専門
知識を有する委員を選出するため公募はしていな
い。

周知方法

会議の公開 会議の公開

周知方法

傍聴人数

（のべ）
0

会議等
の名称

市民

5
5
3
1

学識経験者
市議会議員
関係行政機関職員

2
うち

女性委員

委員の
選出方法

開催時間帯

開催回数 1

平日昼間 平日昼間

委員の
選出方法

徳島市都市計画審議会条例に基づく
※委員の委嘱時期は随時。審議会の性質上、専門
知識を有する委員を選出するため公募はしていな
い。

1

市民参加
達成状況

ホームページ等において審議会開催の周知、会議資料、会議録の公開を適切に実施した。また、学識経
験者や市議会議員で構成された委員による幅広い意見を得ることができた。

開催回数

委員募集
時期

14

委員構成
内訳

委員構成
内訳

委員人数 14 委員人数

委員募集
時期

月ごろ

開催時間帯

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市都市計画マスタープラン

予　定 結　果
設置
根拠

都市計画法

及び条例

開催時期 開催時期

会議等
の名称

設置
根拠

都市計画法

及び条例
徳島市都市計画審議会 徳島市都市計画審議会



【様式第２号】

附属機関 ／ 市民会議

令和 3 年 7 月 ～ 5 年 3 月 令和 3 年 7 月 ～ 4 年 11 月

回 回

令和 3 年 4 月 ～ 3 年 5 月

 既に委嘱済： 令和 年 月 2 4 2

人 人 人 人

人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人

公開 非公開 公開 非公開

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）
周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

ホームページにおいて会議開催の周知、会議資料、会議録の公開を適切に実施した。また、多分野の関
係者や市民で構成された委員による幅広い意見を得ることができた。

会議の公開 会議の公開
傍聴人数

（のべ）
5

関係団体の代表者 10
公募市民 2 公募市民 2

うち

女性委員
9

委員構成
内訳

学識経験者 4

委員構成
内訳

学識経験者 4
関係団体の代表者 10

委員人数 16
うち

女性委員 委員人数 16

応募数 結果

委員の
選出方法

選考基準を設置し、庁内の選考委員による選
出

委員の
選出方法

選考基準を設置し、庁内の選考委員による選
出

委員募集
時期

令和3年4 月ごろ 委員募集
時期 公募枠

開催回数 8 開催回数 6

開催時間帯 平日昼間 開催時間帯 平日昼間

徳島市都市計画マスター
プラン策定市民会議

設置
根拠

要綱

開催時期 開催時期

会議等
の名称

徳島市都市計画マスター
プラン策定市民会議

設置
根拠

要綱
会議等
の名称

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市都市計画マスタープラン

予　定 結　果



【様式第２号】

説明会 ／ ワークショップ

令和 3 年 10 月 ～ 4 年 2 月 令和 3 年 10 月 ～ 4 年 3 月

回 回

# 1 人 # 6 人 # 1 人 # 6 人
# 2 人 # 7 人 # 2 人 # 7 人
# 3 人 # 8 人 # 3 人 # 8 人
# 4 人 # 9 人 # 4 人 # 9 人
# 5 人 # 10 人 # 5 人 # 10 人

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

アンケート ／ ヒアリング

令和 3 年 7 月 ～ 3 年 8 月 令和 3 年 7 月 ～ 3 年 8 月

回 回

件 件
件 ％ 件 ％

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

その他

回収率
902

周知方法 周知方法

回収数30.0 30.1
3000配布数回収率配布数 3000

予　定 結　果

回収見込数 900

実施方法 実施方法

市民参加
達成状況

アンケート実施時にホームページによる周知を行い、多くの回答を得ることができた。

市民3,000人（満18歳以上）

実施時期 実施時期

市民3,000人（満18歳以上）

実施回数 1 実施回数 1

対象者 対象者

郵送

予　定 結　果

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

市内９地域で各２回のワークショップを開催（２回目の一部は新型コロナウイルス感染症のまん延により書面開催）
し、多くの市民の参加（１回目合計186人、２回目合計129人）により幅広い意見を得ることができた。

調査方法 郵送 調査方法

186
129

参加者数 参加者数

対象者 対象者

場所 場所 各地域コミュニティセンター、書面開催各地域コミュニティセンター

まちづくり団体関係者、一般募集 まちづくり団体関係者、一般募集

調査方法 調査方法

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市都市計画マスタープラン

予　定 結　果
徳島市都市計画マスタープラン策定に向けた市民ワーク
ショップ（地域別意見交換会）

徳島市都市計画マスタープラン策定に向けた市民ワーク
ショップ（地域別意見交換会）

開催時期 開催時期

開催時間帯 開催時間帯

開催回数 市内9地域 各2 開催回数 市内9地域 各2

平日夜間・土日 平日夜間・土日



【様式第２号】

説明会 ／ ワークショップ

令和 年 月 ～ 年 月 令和 年 月 ～ 年 月

回 回

# 1 人 # 6 人 # 1 人 # 6 人
# 2 人 # 7 人 # 2 人 # 7 人
# 3 人 # 8 人 # 3 人 # 8 人
# 4 人 # 9 人 # 4 人 # 9 人
# 5 人 # 10 人 # 5 人 # 10 人

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

アンケート ／ ヒアリング

令和 3 年 7 月 ～ 3 年 8 月 令和 3 年 7 月 ～ 3 年 8 月

回 回

件 件
件 ％ 件 ％

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

その他

実施方法 実施方法

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

アンケート実施時にホームページによる周知を行い、多くの回答を得ることができた。

予　定 結　果

38.2

対象者 市内事業所500社 対象者 市内事業所500社

配布数 500 回収率 配布数 500 回収率
回収見込数 150 30.0 回収数 191

1

市民参加
達成状況

予　定 結　果

調査方法 郵送 調査方法 郵送

実施時期 実施時期

実施回数 1 実施回数

周知方法 周知方法

参加者数 参加者数

場所 場所

対象者 対象者

開催回数 開催回数

開催時期 開催時期

開催時間帯 開催時間帯

調査方法 調査方法

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市都市計画マスタープラン

予　定 結　果



【様式第２号】

説明会 ／ ワークショップ

令和 年 月 ～ 年 月 令和 年 月 ～ 年 月

回 回

# 1 人 # 6 人 # 1 人 # 6 人
# 2 人 # 7 人 # 2 人 # 7 人
# 3 人 # 8 人 # 3 人 # 8 人
# 4 人 # 9 人 # 4 人 # 9 人
# 5 人 # 10 人 # 5 人 # 10 人

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

アンケート ／ ヒアリング

令和 3 年 7 月 ～ 3 年 8 月 令和 3 年 7 月 ～ 3 年 8 月

回 回

件 件
件 ％ 件 ％

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（市民会議委員を通じた周知） その他（市民会議委員を通じた周知）

その他

実施方法 実施方法

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

直接配付・回収の方法により多くの回答を得ることができた。

予　定 結　果

82.8

対象者 市内３大学の大学生500人 対象者 市内３大学の大学生500人

配布数 500 回収率 配布数 500 回収率
回収見込数 150 30.0 回収数 414

1

市民参加
達成状況

予　定 結　果

調査方法 直接配付・回収 調査方法 直接配付・回収

実施時期 実施時期

実施回数 1 実施回数

周知方法 周知方法

参加者数 参加者数

場所 場所

対象者 対象者

開催回数 開催回数

開催時期 開催時期

開催時間帯 開催時間帯

調査方法 調査方法

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市都市計画マスタープラン

予　定 結　果



【様式第４号】

（計画期間） （令和５年度　～　令和９年度）

徳島市市民参加
推進本部による

意見

当該施策の策定に係る市民参加手続については、新たに「ワークショップの開催」を
実施し、一層の市民参加が図られたものと考えられる。当該施策の見直し等を行うと
きは、引き続き市民参加が図られるよう努められたい。

市民からの意見 （意見はありませんでした。）

徳島市民及び市内事業所における男女共同参
画・女性活躍の状況を把握するため

回収率は低くなったものの、アンケートを実施
したことで男女共同参画、女性活躍に関する基
礎データを収集することができた。

市民参加手続の評価
（総括）

男女共同参画、女性活躍に関する多種、多様な意見を市民の方々からいただくことができ、プ
ランに反映することができた。

備考
アンケートやワークショップ実施方法を検討し、年代や性別などに偏りなく様々な市民の方々
の意見を収集できるよう取り組む必要がある。

ワークショップの開
催（第４号）

アンケートの実施
（第５号）

公募市民や各種関係団体の代表者等から、男女
共同参画に関する多様な意見を多くいただくこ
とができ、プランに反映できた。

男女共同参画プランにおける意見交換又は討
議を実施するため

ワークショップを実施したことにより、市民か
ら男女共同参画やジェンダーギャップの解消に
ついての多様な意見を収集できた。

市民会議の設置（第
２号）

男女共同参画プランにおける意見交換又は討
議を実施するため

パブリックコメント

実施方法

市民参加手続実施評価表（令和４年度策定施策）

対象施策の名称 徳島市第4次男女共同参画プラン・とくしま

対象施策の概要
策定の背景

5 か年

平成２９年度に策定した「第3次男女共同参画プラン・とくしま」の計画期間が終了することか
ら、新たな課題等を踏まえ、「第4次男女共同参画プラン・とくしま」を策定するもの。

実施した市民参加手続の方法（第７条）
実施理由 実施結果

プランの素案について、広く市民から意見を
募集するため

実施告知、結果公表等について、適切なタイミ
ング・方法で実施できた。パブリックコメント
の実施により市民からの貴重な意見をいただく
ことができた。



【様式第２号】

パブリックコメント手続

年 年

直接持参 郵送 FAX 直接持参 郵送 FAX

E-mail HP（電子申請） E-mail HP（電子申請）

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

年 年

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

件

件

件

有 （修正数：　 ） 無

市民参加
達成状況

その他（感想、案件の範疇外の意見等）

対象施策の修正の有無

案を修正しなかった

意見を反映し、案を修正した

意見の
取扱い

実施告知、結果公表等について、適切なタイミング・方法で実施できた。パブリックコメントの実施に
より市民からの貴重な意見をいただくことができた。

4

1 2

電子申請

その他

2

E-mail

件数

2

件数 提出方法 人数 団体数団体数

令和 4 12 月ごろ

令和 5 3 月ごろ

令和 124 月ごろ
意見募集

時期

結果公表
時期

周知方法

結果公表
方法

周知方法

意見募集
結果

持　参

郵　送

F A X

提出方法

結果公表
時期

結果公表
方法

令和 5 3 月ごろ

人数

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市第4次男女共同参画プラン・とくしま

意見提出
方法

意見提出
方法

日間30
意見募集

期間
30 日間

予　定
意見募集

時期
意見募集

期間

結　果



【様式第２号】

附属機関 ／ 市民会議

令和 4 年 7 月 ～ 5 年 1 月 令和 4 年 8 月 ～ 5 年 2 月

回 回

令和 4 年 4 月 ～ 4 年 5 月

 既に委嘱済： 令和 年 月 2 3 2

人 人 人 人

人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人

公開 非公開 公開 非公開

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

学識経験者 3
公募市民 2

公募枠 応募数 結果

各種団体の代表者 7

7
うち

女性委員

徳島市男女共同参画プラン策定市民会議設置
要綱第4条に基づき選出

周知方法

会議の公開 会議の公開

周知方法

傍聴人数

（のべ）
0

会議等
の名称

3
2
7

学識経験者
公募市民
各種団体の代表者

6
うち

女性委員

委員の
選出方法

開催時間帯

開催回数 3

平日 平日

委員の
選出方法

徳島市男女共同参画プラン策定市民会議設置
要綱第4条に基づき選出

3

市民参加
達成状況

公募市民や各種関係団体の代表者等から、男女共同参画に関する多様な意見を多くいただくことがで
き、プランに反映できた。

開催回数

委員募集
時期

4

12

委員構成
内訳

委員構成
内訳

委員人数 12 委員人数

委員募集
時期

月ごろ

開催時間帯

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市第4次男女共同参画プラン・とくしま

予　定 結　果
設置
根拠

要綱

開催時期 開催時期

会議等
の名称

設置
根拠

要綱
徳島市男女共同参画プラ
ン策定市民会議

徳島市男女共同参画プラ
ン策定市民会議



【様式第２号】

説明会 ／ ワークショップ

令和 年 月 ～ 年 月 令和 年 月 ～ 年 月

回 回

# 1 人 # 1 人 # 1 人 # 1 人
# 2 人 # 2 人 # 2 人 # 2 人
# 3 人 # 3 人 # 3 人 # 3 人
# 4 人 # 4 人 # 4 人 # 4 人
# 5 人 # 5 人 # 5 人 # 5 人

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

アンケート ／ ヒアリング

令和 4 年 2 月 ～ 4 年 3 月 令和 4 年 2 月 ～ 4 年 3 月

回 回

人 人

件 件
件 ％ 件 ％

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

その他

回収率
405

周知方法 周知方法

回収数40.0 31.2
1300配布数回収率配布数 1300

予　定 結　果

実施方法 実施方法

1

対象者 対象者1300 1300

実施時期 実施時期

実施回数 1 実施回数

意識調査　アンケート

予　定 結　果

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

調査方法 意識調査　アンケート 調査方法

参加者数 参加者数

対象者 対象者

場所 場所

開催回数

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市第4次男女共同参画プラン・とくしま

予　定 結　果

アンケートを実施したことで男女共同参画に関する基礎データを収集することができた。
市民参加
達成状況

520回収見込数

調査方法 調査方法

開催時期 開催時期

開催時間帯 開催時間帯

開催回数



【様式第２号】

説明会 ／ ワークショップ

令和 年 月 ～ 年 月 令和 年 月 ～ 年 月

回 回

# 1 人 # 1 人 # 1 人 # 1 人
# 2 人 # 2 人 # 2 人 # 2 人
# 3 人 # 3 人 # 3 人 # 3 人
# 4 人 # 4 人 # 4 人 # 4 人
# 5 人 # 5 人 # 5 人 # 5 人

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

アンケート ／ ヒアリング

令和 4 年 8 月 ～ 4 年 8 月 令和 4 年 8 月 ～ 4 年 9 月

回 回

件 件
件 ％ 件 ％

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

その他

調査方法 調査方法

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市第4次男女共同参画プラン・とくしま

予　定 結　果

開催時期 開催時期

開催時間帯 開催時間帯

開催回数 開催回数

場所 場所

対象者 対象者

参加者数

予　定 結　果

市民参加
達成状況

周知方法 周知方法

参加者数

調査方法 事業所　アンケート 調査方法 事業所　アンケート

実施時期 実施時期

実施回数 1 実施回数 1

対象者 市内に所在する事業所　500社 対象者 市内に所在する事業所　500社

26.8
配布数 500 回収率 配布数 500 回収率

回収見込数 200 40.0 回収数 134

実施方法 実施方法

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

回収率は低くなったものの、アンケートを実施したことで男女共同参画、女性活躍に関する基礎データ
を収集することができた。

予　定 結　果



【様式第２号】

説明会 ／ ワークショップ

令和 4 年 10 月 ～ 4 年 10 月 令和 4 年 10 月 ～ 4 年 10 月

回 回

# 1 人 # 1 人 # 1 人 # 1 人
# 2 人 # 2 人 # 2 人 # 2 人
# 3 人 # 3 人 # 3 人 # 3 人
# 4 人 # 4 人 # 4 人 # 4 人
# 5 人 # 5 人 # 5 人 # 5 人

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

アンケート ／ ヒアリング

令和 年 月 ～ 年 月 令和 年 月 ～ 年 月

回 回

件 件
件 ％ 件 ％

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

その他

実施方法 実施方法

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

予　定 結　果

対象者 対象者

配布数 回収率 配布数 回収率
回収見込数 回収数

市民参加
達成状況

ワークショップを実施したことにより、市民から男女共同参画やジェンダーギャップの解消についての多
様な意見を収集できた。

予　定 結　果

調査方法 調査方法

実施時期 実施時期

実施回数 実施回数

周知方法 周知方法

参加者数

30

参加者数

35
30 22

場所 徳島市役所１３階　大会議室 場所 徳島市役所１３階　大会議室

対象者 徳島市民他 対象者 徳島市民他

10月29日(土）30日（日）

開催回数 2 開催回数 2

開催時期 開催時期

開催時間帯 10月29日(土）30日（日） 開催時間帯

調査方法
ジェンダーギャップの解消をテーマにした
ワークショップ

調査方法
ジェンダーギャップの解消をテーマにした
ワークショップ

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市第4次男女共同参画プラン・とくしま

予　定 結　果



【様式第４号】

（計画期間） （令和4年度　～　令和8年度）

徳島市市民参加
推進本部による

意見

当該施策の策定に係る市民参加手続については、一定の市民参加が図られたものと考
えられる。当該施策の見直し等を行うときは、一層の市民参加が図られるよう努めら
れたい。

市民からの意見 （意見はありませんでした。）

市民参加手続の評価
（総括）

市民アンケートについては、予定どおりの回答を得ることができ、計画に市民の意見
を反映することができた。パブリックコメントについては、市民からの意見は無かっ
たが、効果的な周知ができた。

備考
次期計画を作成する場合は、今回同様、パブリックコメントや市民アンケートなどを
実施することにより市民意識の把握に努める。

幅広い年代層の市民から、様々な意見を収集す
ることができた。

アンケートの実施
（第５号）

市民の空き家に関する意識を調査し、ニーズ
を把握するとともに、計画に反映するため。

パブリックコメント

実施方法

市民参加手続実施評価表（令和4年度策定施策）

対象施策の名称 徳島市空家等対策計画

対象施策の概要
策定の背景

5 か年

平成２９年度に策定した「徳島市空家等対策計画」の計画期間が終了することから、新たな課
題等を踏まえ、地域を取り巻く環境の変化に対応した空き家対策の総合的な取り組みを推進す
るため、新たな期間における「徳島市空家等対策計画」を策定するもの。

実施した市民参加手続の方法（第７条）
実施理由 実施結果

計画素案に対する市民の意見を把握し、計画
に反映させるため。

市民からの意見等は無かったものの、市が策定
する他の計画と同時に実施告知を行うなどによ
り周知は十分できた。



【様式第２号】

パブリックコメント手続

年 年

直接持参 郵送 FAX 直接持参 郵送 FAX

E-mail HP（電子申請） E-mail HP（電子申請）

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

年 年

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

件

件

件

有 （修正数：　 ） 無

市民参加
達成状況

その他（感想、案件の範疇外の意見等）

対象施策の修正の有無

案を修正しなかった

意見を反映し、案を修正した

意見の
取扱い

市民からの意見等は無かったものの、市が策定する他の計画と同時に実施告知を行うなどにより周知は
十分できた。

0

0

0

電子申請

その他

E-mail

件数件数 提出方法 人数 団体数団体数

令和 4 12 月ごろ

令和 5 3 月ごろ

令和 124 月ごろ
意見募集

時期

結果公表
時期

周知方法

結果公表
方法

周知方法

意見募集
結果

持　参

郵　送

F A X

提出方法

結果公表
時期

結果公表
方法

令和 5 3 月ごろ

人数

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市空家等対策計画

意見提出
方法

意見提出
方法

日間30
意見募集

期間
30 日間

予　定
意見募集

時期
意見募集

期間

結　果



【様式第２号】

説明会 ／ ワークショップ

令和 年 月 ～ 年 月 令和 年 月 ～ 年 月

回 回

# 1 人 # 1 人 # 1 人 # 1 人

# 2 人 # 2 人 # 2 人 # 2 人

# 3 人 # 3 人 # 3 人 # 3 人

# 4 人 # 4 人 # 4 人 # 4 人

# 5 人 # 5 人 # 5 人 # 5 人

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

アンケート ／ ヒアリング

令和 4 年 8 月 ～ 4 年 9 月 令和 4 年 8 月 ～ 4 年 9 月

回 回

件 件
件 ％ 件 ％

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

その他

回収率
693

周知方法 周知方法

回収数35.0 34.7
2000配布数回収率配布数 2000

予　定 結　果

回収見込数 700

実施方法 実施方法

市民参加
達成状況

幅広い年代層の市民から、様々な意見を収集することができた。

令和4年7月1日時点で満20歳以上の住民記録
台帳登録者

実施時期 実施時期

令和4年7月1日時点で満20歳以上の住民記録
台帳登録者

実施回数 1 実施回数 1

対象者 対象者

郵送

予　定 結　果

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

調査方法 郵送 調査方法

参加者数 参加者数

対象者 対象者
場所 場所

開催時期 開催時期
開催時間帯 開催時間帯
開催回数 開催回数

調査方法 調査方法

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市空家等対策計画

予　定 結　果



【様式第４号】

（計画期間） （令和4年度　～　令和13年度）

パブリックコメント

実施方法

市民参加手続実施評価表（令和４年度策定施策）

対象施策の名称 徳島市住生活基本計画

対象施策の概要
策定の背景

10 か年

　平成１９年度に策定した「徳島市住生活基本計画」については、社会経済情勢の動向や施策
の成果を踏まえ、５年毎に見直しを行うことになっており、地域を取り巻く新たな課題に的確
に対応し、市民が安心して生活できる住まいづくりを計画的、総合的に推進するため、令和４
年度から１０年間を計画期間とする「徳島市住生活基本計画」を策定するもの。

実施した市民参加手続の方法（第７条）
実施理由 実施結果

計画素案に対する市民の意見を把握し、計画
に反映させるため。

市民からの意見等は無かったものの、市が策定
する他の計画と同時に実施告知を行うなどによ
り周知は十分できた。

幅広い年代層の市民から、様々な意見を収集す
ることができた。

アンケートの実施
（第５号）

市民の住まいや住生活に関する意識を調査
し、ニーズを把握するとともに、計画に反映
するため。

徳島市市民参加
推進本部による

意見

当該施策の策定に係る市民参加手続については、一定の市民参加が図られたものと考
えられる。当該施策の見直し等を行うときは、一層の市民参加が図られるよう努めら
れたい。

市民からの意見 （意見はありませんでした。）

市民参加手続の評価
（総括）

市民アンケートについては、予定どおりの回答を得ることができ、計画に市民の意見
を反映することができた。パブリックコメントについては、市民からの意見は無かっ
たが、効果的な周知ができた。

備考
次期計画を作成する場合は、今回同様、パブリックコメントや市民アンケートなどを
実施することにより市民意識の把握に努める。



【様式第２号】

パブリックコメント手続

年 年

直接持参 郵送 FAX 直接持参 郵送 FAX

E-mail HP（電子申請） E-mail HP（電子申請）

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

年 年

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

件

件

件

有 （修正数：　 ） 無

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市住生活基本計画

意見提出
方法

意見提出
方法

日間30
意見募集

期間
30 日間

予　定
意見募集

時期
意見募集

期間

結　果

結果公表
時期

周知方法

結果公表
方法

周知方法

意見募集
結果

持　参

郵　送

F A X

提出方法

結果公表
時期

結果公表
方法

令和 5 3 月ごろ

人数

令和 124 月ごろ
意見募集

時期
令和 4 12 月ごろ

令和 5 3 月ごろ

件数 提出方法 人数 団体数団体数 件数

電子申請

その他

E-mail

市民参加
達成状況

その他（感想、案件の範疇外の意見等）

対象施策の修正の有無

案を修正しなかった

意見を反映し、案を修正した

意見の
取扱い

市民からの意見等は無かったものの、市が策定する他の計画と同時に実施告知を行うなどにより周知は
十分できた。

0

0

0



【様式第２号】

説明会 ／ ワークショップ

令和 年 月 ～ 年 月 令和 年 月 ～ 年 月

回 回

# 1 人 # 1 人 # 1 人 # 1 人
# 2 人 # 2 人 # 2 人 # 2 人
# 3 人 # 3 人 # 3 人 # 3 人
# 4 人 # 4 人 # 4 人 # 4 人
# 5 人 # 5 人 # 5 人 # 5 人

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

アンケート ／ ヒアリング

令和 4 年 8 月 ～ 4 年 9 月 令和 4 年 8 月 ～ 4 年 9 月

回 回

件 件
件 ％ 件 ％

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

その他

調査方法 調査方法

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市住生活基本計画

予　定 結　果

開催時期 開催時期

開催時間帯 開催時間帯

開催回数 開催回数

対象者 対象者
場所 場所

参加者数 参加者数

郵送

予　定 結　果

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

調査方法 郵送 調査方法

令和4年7月1日時点で満20歳以上の住民記録
台帳登録者

実施時期 実施時期

令和4年7月1日時点で満20歳以上の住民記録
台帳登録者

実施回数 1 実施回数 1

対象者 対象者

予　定 結　果

回収見込数 700

実施方法 実施方法

市民参加
達成状況

幅広い年代層の市民から、様々な意見を収集することができた。

回収率
693

周知方法 周知方法

回収数35.0 34.7
2000配布数回収率配布数 2000



【様式第４号】

（計画期間） （令和　３年度　～　令和１７年度）

パブリックコメント

実施方法

市民参加手続実施評価表（令和４年度策定施策）

対象施策の名称 徳島市汚水適正処理構想

対象施策の概要
策定の背景

15 か年

　平成２8年度に見直した徳島市汚水適正処理構想の中で集合処理区域（公共下水道）と個別処
理区域（合併処理浄化槽）を設定し、汚水処理施設の整備を進めるうえでの基本方針としてき
た。また、上下水道局は、将来にわたり安定的・継続的なサービスを提供できるよう単独公共
下水道事業の経営戦略を策定している。この経営戦略、徳島県汚水処理構想策定マニュアルに
基づく経済性の比較検討、経済性以外の諸条件、汚水処理施設整備の進捗状況や地域の実情を
勘案して、市全域を対象に集合処理区域と個別処理区域の見直しを行うもの。

実施した市民参加手続の方法（第７条）
実施理由 実施結果

　徳島市汚水適正処理構想の素案を広く公表
することで市民等から多様な意見を求め、提
出された意見を考慮し構想に反映させるため｡

多様な意見を収集することができた。

多様な意見を収集することができた。
市民会議の結果公表において、時間を要するこ
とがあった。

市民会議の設置（第
２号）

　学識経験者を含む市民会議を設置して審議
や意見交換を行い、徳島県汚水処理構想策定
マニュアル等に基づく案に関して多様な意見
を得るため。

徳島市市民参加
推進本部による

意見

当該施策の策定に係る市民参加手続については、一定の市民参加が図られたものと考
えられる。当該施策の見直し等を行うときは、一層の市民参加が図られるよう努めら
れたい。

市民からの意見 （意見はありませんでした。）

市民参加手続の評価
（総括）

　パブリックコメント手続においては、本計画を推進していく上で参考になる多様な
意見が得られた。市民会議の設置においては、活発な議論により有意義な意見が得ら
れ、本計画の内容を充実させることができた。
　これらのことから、市民の主体的な参画のもと、計画を策定できたと考えている。

備考

　市民参加手続の周知において、概要資料やＱ＆Ａの作成にあたっては、市民の関心
を高め、より多くの市民参加が図られるような資料作りの工夫をする。



【様式第２号】

パブリックコメント手続

年 年

直接持参 郵送 FAX 直接持参 郵送 FAX

E-mail HP（電子申請） E-mail HP（電子申請）

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

年 年

HP 課窓口 市民サロン HP 課窓口 市民サロン

情報公開 支所 図書館 情報公開 支所 図書館

ふれ健 その他（　　　　　） ふれ健 その他（　　　　　）

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

人 団体 件 人 団体 件

件

件

件

有 （修正数：　 ） 無

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市汚水適正処理構想

予　定 結　果

6 月ごろ

意見募集
期間

30 日間
意見募集

期間

意見募集
時期

令和 4 6 月ごろ

周知方法 周知方法

意見募集
時期

令和 4

30 日間

意見提出
方法

意見提出
方法

令和 4 9 月ごろ

結果公表
方法

結果公表
方法

結果公表
時期

令和 4 10 月ごろ
結果公表

時期

人数 団体数 件数

持　参 E-mail 1

提出方法 人数 団体数 件数 提出方法

3

3 4

その他

電子申請

意見募集
結果

F A X

郵　送 1 5

市民参加
達成状況

多様な意見を収集することができた。

9

その他（感想、案件の範疇外の意見等） 3

対象施策の修正の有無

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案を修正しなかった



【様式第２号】

附属機関 ／ 市民会議

令和 3 年 7 月 ～ 4 年 5 月 令和 3 年 7 月 ～ 4 年 8 月

回 回

令和 3 年 5 月 ～ 3 年 5 月

 既に委嘱済： 令和 年 月 2 2 2

人 人 人 人

人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人

公開 非公開 公開 非公開

広報とくしま HP 広報とくしま HP

その他（　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　）

市民参加手続実施連絡票②　各手続　予定・結果

対象施策の名称 徳島市汚水適正処理構想

予　定 結　果
徳島市汚水適正処理構想
策定市民会議

設置
根拠

条例

開催時期 開催時期

会議等
の名称

徳島市汚水適正処理構想
策定市民会議

設置
根拠

条例
会議等
の名称

開催回数 4 開催回数 4

開催時間帯 午後 開催時間帯 平日昼間

応募数 結果

委員の
選出方法

有識者への依頼及び公募
委員の

選出方法
有識者への依頼及び公募

委員募集
時期

R3.6 月ごろ 委員募集
時期 公募枠

うち

女性委員
2

委員構成
内訳

学識経験者 2

委員構成
内訳

学識経験者 2
関係行政機関 1

委員人数 9
うち

女性委員 委員人数 9

関係行政機関 1
関係団体 4 関係団体 4
公募市民 2 公募市民 2

周知方法 周知方法

市民参加
達成状況

多様な意見を収集することができた。
市民会議の結果公表において、時間を要することがあった。

会議の公開 会議の公開
傍聴人数

（のべ）
0


